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プロジェクトチームの座組。
地 域 に 関 連 する 各 団 体 が
それぞれの特徴・得意分野
を活かして協力する体制を
築いた

プロジェクトチーム 
地域交通を考える会

玉川学園町内会
利用資格：各町内会・自治会
の会員 
運営バックアップ、経費
補填など

玉川学園地区 社会福祉
協議会 
仕組みの具体化、運営協力など
／日常生活支援「玉ちゃんサー
ビス」の一環

NPO 玉川学園地区まちづくりの会 
助成先への申請、仕組みの整理、プレゼン・広報、
運営協力など／新プロジェクト立ち上げ（地域
交通プロジェクト）

町田市都市づくり部 
地区街づくり課 
庁内関係各課の連絡・調整、
助成先の紹介、広報協力など

NPO 桜実会 町田市町田
第3高齢者支援センター 
高齢者への周知、広報・運営協力
など

地域有志 
ドライバー実
務、運営協力、
寄付など

医院、
店舗など 
寄付など

地域自治会 
寄付、運営協力
など

地域自治会 

地域自治会 

地域自治会 

活動エリア

2026年3月、オンデマンド型移動支援「玉川学園まちかど号」の試験運用の様子。ユニフォームを着た運転手が地域の病院に住民を送り届けた

町 田 市 の 玉 川
学園エリア。高
低 差 が あ る 地
形を生かした開
発で、急坂と階
段が多く移動の
ハードルが高い

小田急電鉄 
玉川学園前駅

コミュニティ活動助成

NPO法人 玉川学園地区まちづくりの会
東京都町田市

坂と階段の郊外住宅地で住み続けるための地域交通

団体設立経緯と活動概要
　玉川学園は、新宿から南西に約
30キロ、小田急線で約30分の郊
外住宅地です。1929年に学校法
人玉川学園の創設者である小原國
芳氏が氏の理想とする「教育ムラ」
をつくろうと開発した学園まちで、
戦後（特に1960年代〜 70年代に）
急発展し、今では小田急線玉川
学園駅を中心とする半径1.5km約
220haのエリアに約1万世帯2万人
が暮らしています。
　まちの特徴は、なんといっても
急坂と階段です。ひだの細かい谷
戸と尾根からなる起伏に富んだ地

形を崩さずに開発されたおかげで、
変化のあるダイナミックな景観が楽
しめ、高低差により視界が遠くまで
伸びて緑が豊かに感じられます。
　しかし、1990年代以降は目に余
る開発が目立つようになり、高い
擁壁の造成や緑の伐採などがまち
の景観を乱し始めました。そこで、
まちには「開発ルールと意識共有
が必要」との思いから、2005年
に「町田市住みよい街づくり条例」
に基づく「街づくり市民団体」として

「玉川学園地区まちづくりの会（以
下まちづくりの会）」を立ち上げ、主
に建築協約の普及による住環境整
備の活動を続けてきました。活動
内容は社会情勢の課題に呼応して、
従来のハード面に加えソフト面にも
広がって来ています。

活動に至った理由や背景
　まちの特徴である急坂と階段の
魅力に惹かれて移り住んでいる住
民も多いのですが、高齢者やハン
ディのある人たちが移動するには
大変に厳しい住環境です。
　玉川学園地区を走る「玉ちゃん
バス」は、長年の住民活動により実
現した住民の足であり、コミュニ
ティバスの優等生であったのです

が、コロナ禍で赤字に落ち入り大
幅減便になってしまいました。そ
れをきっかけに、22年秋、玉川学
園町内会（地域の大規模町内会）、
NPO法人桜実会（高齢者支援セン
ターのある地元デイサービス施設、
以下桜実会）、玉川学園地区社会
福祉協議会（玉川学園地域を対象
に住民が主催する社会福祉協議
会、以下学園地区社協）、および
当まちづくりの会の各代表や責任
者が集まり、これからの地域の移
動手段を検討する「地域交通を考
える会」を立ち上げました。
　以降検討を重ね、まずは23年
6月から1年間の実証実験として、
7・8丁目の急な坂道や細道を小ま
わりする「乗り合いサービスさくら
号」の運行を桜実会の地域貢献活
動として始めました。移動デイサー
ビスのような「温かな乗り物」とし
て大変に好評で、今では確実に地
域に定着。1日平均10人と安定利
用され、引き続き現在も運行して
います。
　ただ、一層の高齢化や独居化が
進む中、「坂と階段のまち玉川学
園」で尊厳や生き甲斐を持って住
み続けられるようにするためには、
家から出やすいこと、目的地に向

かう移動のハードルを少しでも低く
することが肝要です。公共交通や
タクシーの担い手が減って車移動
が厳しくなっており、交通弱者の
ための移動支援が待ったなしの状
態です。複数回にわたって実施し
た地域の移動環境に対するワーク
ショップでも、乗り合いサービス
だけでなく、個別の状況に応じた
移動支援の必要性や相互扶助のア
イデアといった意見が、参加者か
ら上がりました。
　そこで「地域交通を考える会」で
は、さくら号の次の手段として交通
弱者を少しでも救えるよう、24年度
よりオンデマンド型の移動支援を検
討することになりました。

活動内容と成果
● 実践に向けて具体的な検討の開始
　話し合いを重ねた結果、最初か
らは手を広げずに、まずは、交通
弱者の通院苦難を少しでも救える
よう、自宅から病院への移動をサ
ポートする支援の実現を目指すこと
にしました。地域で10年以上前か
ら取り組んでいる学園地区社協の

「玉ちゃんサービス」という日常生活
支援の責任者もメンバーに加わり、
より切実な地域の実情や高齢者の



22 232025年度　住まいとコミュニティづくり活動助成 一般財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団

事業開始に向けて、チラシや
チケット、ユニフォームのデザ
インを進めた

運転手講習は受講者全員が無事修了

解を得るよう求められ、チラシは
主旨が分からなくなるほど文言が
変えられたチェックが入って返って
きました。
　振り出しに戻ったような気持ち
で、その後半年にわたってアドバ
イザーを含め役所と意見交換を繰
り返すことになり、張り切っていた
我々は出鼻をくじかれて右往左往
する羽目になりました。
● いよいよ準備大詰め
　というようなことで、年度末ギリ
ギリになってしまいましたが、町田
市高齢者支援課が玉川学園と近隣
エリアを対象に1日講習会を主催し
てくれることになり、26年2月28日
に第1回運転手講習を行うことがで
きました。
　玉川学園からは5名（うち2名は
地元のデイサービス施設の運転の
プロです）の運転手候補が参加。
NPO法人全国移動サービスネット
ワーク、および認定NPO法人かな
がわ福祉移動サービスネットワー
クの方からの午前中の座学と、午
後からの1人ずつの運転実施講習
でプロのアドバイスとチェックを受
け、全員問題なく修了証を受け取
りました。コーディネーターは、同
じく地元のデイサービスの施設の
ベテラン相談経験者と、玉ちゃん
サービスの責任者が務めてくれるこ
とになりました。

　3月7日には、地域の主だった活
動団体の方たちを対象にしたワー
クショップも開催しました。ワーク
ショップでは、この事業の主旨や
流れの共有だけでなく、ネット管
理システムによる運営実務の説明
や、実際に「玉川学園まちかど号」
のマグネットシートを貼った車にユ
ニフォームを着た運転手が運転し
て、地域の医院に車で送るという
デモンストレーションも実施しまし
た。皆さん興味深く楽しんでくださ
り、意見交換も進みました。最後
には、関係者がユニフォームを着
て記念写真に収まりました。

課題と解決方策
● まずは、スモールスタートとす
ることに
　事業を運営する我々には、志で
動いてくれる運転手さんやコーディ
ネーターさんに多くの負担がかかっ
たり不愉快な思いをしたりするこ
とが少ないように、気配りが求め
られます。また、生きてきた背景
が違う様々な価値観の人が住んで
いる中で懸念や誤解で混乱が起き
たりすることができるだけないよう
に、配慮する必要もあります。
　そこで、最初は利用者や運転手、
コーディネーターを広く募集するの
ではなく、我々の主旨に賛同し顔
が見え、信頼関係がある関係者で
小さくスタートし、時間をかけて
徐々に実績を積んで広げていこう、
ということにしました。25年終盤

から気を取り直して、規約、利用
者ガイド、協力者ガイドを修正し、
運転手講習会の開催の準備や運営
のネット管理システムの構築を進め
ました。
● ニュアンスを取り入れた広報
　これらの趣旨を反映したチラシ
の作成と、まちづくりの会の別のプ
ロジェクトが定期発行している「ま
ちかどとっきどっき通信」に利用の
流れ図を掲載しました。玉川学園
全域に届くよう回覧板だけでなく、
医院や金融機関、役所窓口などに
も置いてもらいました。Facebook
ページも立ち上げました。

今後の予定
　今後は、26年6月からの本格運
行を目指して試験運行を繰り返し、
起こり得る問題を想定したり解決
策を検討したりしていきます。運営
面では、運営メンバーがネット管理
システムを使いこなせるよう練習し
たり、入力の問題点などを改善し
たりしながら、関係者で共有して
いく予定です。
　まちかど号の名前の如く、「玉川
学園まちかど号」のマグネットシー
トを貼った温かい車がまちのあち
こちを走る姿を思い描き、また、
一部の住民の善意に乗るのではな
く、「各人ができることを持ち寄り
合う、住民同士の互助の意識があ
ふれるまち」になることを思い描い
て、一同ぜひとも軌道に載せたい
と思っています。

実情を知ることになりました。仕組
みの検討にあたっては、近隣地域
の先進事例を調べたり尋ねたりし
て、玉川学園の実情に合った仕組
みを模索しました。
　また、2024年7月からは、町田
市の都市づくり部地区街づくり課
に申請して、地域交通に詳しい専
門アドバイザーの派遣を受けまし
た。役所の関係課の担当者も加
わり、移動支援に関わる法制度の
概要、私用や自社利用が前提で
ある白ナンバーでできる範囲、前
もって了承を得る必要がある関係
団体との調整などの指摘を受け
ながら検討を進めました。その結
果、「オンデマンド・目的地限定・
利用者限定・見守り付き添い」型
の移動支援を目指すということに
しました。
● どう組織立てするか？
　玉川学園では先述のように、学
園地区社協が既に「玉ちゃんサー
ビス」という愛称で日常生活支援を
実施しています。そこで、地域全
体で日常生活を支援する仕組みと
し、一般日常生活支援を「玉ちゃ
んサービス」が担い、そのうちの移

動支援を「地域交通を考える会」が
担うという立て付けにしました。　　
　まちづくりの会ではプロジェクト
制（独立採算制）を採っており、常々
小さな活動を組み合わせ地域の多
様な団体と協働連携する形で、大
きな仕組みをつくらずとも大きな課
題の達成を可能にしています。こう
した背景から、まちづくりの会の4
つ目のプロジェクト「地域交通事
業プロジェクト」として実施するこ
とになりました。
● どう運営するか？
　近隣地域の事例でも、利益が
出るどころか経常的な赤字が見込
まれる有償ボランティア事業です。
各町内会・自治会はどこも会員の
減少に悩んでいることもあり、移動
支援の利用者は各町内会・自治会
の会員であることを前提とすること
にし、その代わりとして、地域の大
町内会である玉川学園町内会から
は運営協力として経費の一部補填
をお願いし了解を得ることができま
した。事業が軌道に乗ってくれば、
地域の個人医院や各自治会などか
らの寄付も期待できるのではないか
と思っています。

● 愛称は「玉川学園まちかど号」に
決定
　幸い、ハウジングアンドコミュ
ニティ財団の25年度助成をいただ
けることになりました。これで実現
に向けての準備が一気にできると、
25年4月より、張り切って準備を始
めました。
　オンデマンド型移動支援の愛称
は、「玉川学園まちかど号」と決ま
りました。利用金額や送迎範囲の
決定、事故があったときの自動車
保険の補填方法など細々とした場
面を想定した実務的な話し合いを
重ね、会則や規約、利用者ガイド、
協力者ガイドの検討を進めました。
　また、運転手やコーディネーター

（運転手と利用者をつなぐ実務者）
になってくれそうな人に手分けして
声をかけつつ、運転手講習会の開
催準備や事務作業の手間をかけず
に事業を運営できるようにする手
立ての検討も進めました。チラシ
やポスター案、利用チケット、車
に貼るマグネットシートやユニホー
ムデザインにも取り掛かりました。
● 準備万端のつもりが役所との調
整に手間取る
　ところが、この段に及んで、市の
関係課よりタクシー協会と関東運
輸局に了解をもらおうとしたら、以
下のような返答が返ってきたという
ことで連絡が来ました。
　①支援ができるのは付き添いが
必要な人であること、②自家用車
による支援だけでなく、バス・タク
シー・徒歩での移動にも付き添い
支援すること、③病院限定で病院
の入り口まで付き添い届けること、
④移動支援とは言わず、付き添い
支援と言うこと、などです。
　我々企画運営側の主旨とは異な
り、また、一段と負担がかかるも
のです。チラシポスター案や規約
ガイドなども事前に役所に提出し了

特定非営利活動法人玉川学園地区まちづくりの会
2005年5月設立、21年11月法人化／メンバー数：50人／代表者：木村 真理子（きむ
ら・まりこ）

atelier@kimuramariko.com tamagawagakuen-machizukuri-2.blogspot.com/
www.facebook.com/tamagakumachiplan　 www.facebook.com/machikado.go

地域の多様な主体との課題共有・連携により、町田市住みよい街づくり条例に基づ
く魅力的なまちなみと豊かなコミュニティ、文化的で暮らしやすい住環境を目指した
エリアマネジメント活動をしています。


